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日時：令和８年７月31日(金) 午後１時30分～午後２時15分 

場所：市役所 第一会議室 

報道出席者 ：北日本新聞社、富山新聞社、北陸中日新聞、 

読売新聞、ＮＨＫ、北日本放送、富山テレビ放送 

チューリップテレビ、ＮＩＣＥＴＶ、ラジオミュー 

市当局出席者：市長、企画広報室長、財政課長 

 

１ 市長からの発表事項 

（１） 「第57回じゃんとこい魚津まつり」の開催について（商工観光課） 

第57回じゃんとこいうおづ祭りの開催のご案内になります。 

※以下資料に基づき説明。 

 

（２） 山・鉾・屋台行事観光推進ネットワーク令和８年度総会（商工観光課) 

  ユネスコ無形文化遺産「山･鉾･屋台行事」に登録された行事を有する自治体で構成

される「山･鉾･屋台行事観光推進ネットワーク」の令和８年度総会が、魚津市で開催

されます。 

  日時 令和８年８月７日（金）午後３時～午後５時 

   会場 魚津市役所 2階 第 1会議室 

参加自治体 青森県八戸市・山形県新庄市・栃木県那須烏山市・鹿沼市 

         岐阜県飛騨市・大垣市・埼玉県秩父市・魚津市  

８自治体（加盟自治体 16自治体）の市長及び事業担当者等 計 20名 

※以下資料に基づき説明。 

 

（３） ＴＪＡＲ（トランスジャパンアルプスレース）2026（生涯学習・スポーツ課） 

ＴＪＡＲ（トランスジャパンアルプスレース）2026の開催のご案内になります。 

本年は２年に１度のレースを開催年になります。開会式の開催、横断幕・看板の設

置、写真展についてご案内します。 

開会式  令和８年８月８日（土）午後９時～ ミラージュランド芝生広場 

   開催期間 令和８年８月８日（土）～16日（日） 

   スタート 令和８年８月９日（日）午前０時 

   ゴール  令和８年８月16日（日）24時※制限時間192時間（８日間） 

※以下資料に基づき説明。 

 

（４） 令和８年度北海道東川町交流事業（生涯学習・スポーツ課） 

北海道の東川町との交流事業の実施のご案内です。 

令和８年８月 

魚津市定例記者会見 
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訪問期間  令和８年８月18日（火）～20日（木）２泊３日 

会場    魚津市立よつば小学校 よつばホール（魚津市本江1041番地）ほか 

魚津市の参加児童・生徒数（予定）14名（よつば小児童９名、西部中生徒５名） 

※以下資料に基づき説明。 

 

（５） 防災キャンプ（防災安全課） 

防災キャンプのご案内です。熊本の方地震で大変な状況であり、魚津市といたしま

しても、市民の皆さまに防災意識をしっかり持ってもらおうということで、市内小学

生親子を対象とした防災キャンプを開催します。 

日時  令和８年８月29日（土）13時 ～ ８月30日（日）12時 

場所  魚津市立星の杜小学校体育館 

参加者 魚津市内の小学生親子 20組40名程度 

※以下資料に基づき説明。 

 

（６） 令和８年８月魚津市議会臨時会に提案する補正予算の主な内容（財政課） 

令和８年８月魚津市議会臨時会に提出する一般会計補正予算額は、2,962 万４千円、

補正後の一般会計予算総額は、213億 351万 9 千円です。 

※以下資料に基づき説明。 

 

（７） 「令和８年熊本地震」に係る災害義援金箱の設置について 

令和８年７月28日に発生をいたしました熊本地震において被災された方々を支援す

るため、市内の公共施設４施設に義援金箱を設置いたしました。お寄せいただいた義

援金は、日本赤十字社を通じて被災地へ届ける予定です。 

設置場所 魚津市役所 １階ロビー、魚津市立図書館、魚津埋没林博物館、 

魚津水族博物館 

※以下資料に基づき説明。 

 

２ 質疑応答の内容 

○「令和８年熊本地震」に係る災害義援金箱設置について 

《記者からの質問》 

義援金箱設置の理由をお聞かせください。 

《市長回答》  

これまでも大きな災害被害があった場合には、義援金箱設置の取組を実施しており

ます。市民の方も少しでも力になりたいとお考えの方がたくさんいらっしゃいます。

そういった気持ちを受けとめ、義援金箱設置の取組を実施します。その他、物資等の

支援については、魚津市はトイレトレーラーを所有しておりますし、全国団体等と連

携し、派遣要請に応じて出動したいと存じます。 

○富山地方鉄道線鉄道線再構築検討会本線部会における全線維持を前提にした議論につ

いて 
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《記者からの質問》 

富山地方鉄道線鉄道線再構築検討会本線部会における全線維持を前提にした議論に

ついて、受け止めをお聞かせください。 

《市長回答》 

一歩前に進んだ、議論をしっかりしていく段階に進んだと受け止めております。再

構築をどの程度の規模で進めていくのかしっかり議論した上で、費用負担のルールに

ついて検討を進めていきたいと考えます。 


